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安曇野市交流学習センター運営委員会 会 議 概 要 

１ 協議会名  平成24年度第２回安曇野市交流学習センター運営委員会  

２ 日  時  平成 24年 11月 27日（火） 午前９時30分から11時まで  

３ 会  場  明科総合支所２階 大会議室  

４ 出席者   本山委員長、野中副委員長、山浦委員、小平委員、牛山委員、米澤委員、鈴木委

員  

５ 市側出席者 西澤教育次長、三澤文化課長、青柳穂高交流学習センター所長、宮下豊科交流学

習センター所長、小林図書館係長、山田文化振興係長、権藤文化振興係主査 

６ 公開・非公開の別   公開  

７ 傍聴人 ０人   記者 ０人  

８ 会議概要作成年月日 平成 24年 12月 ６日  

協  議  事  項  等 

１ 会議の概要 

  (１) 開  会   （三澤文化課長） 

  (２) あいさつ   （本山委員長） 

            （西澤教育次長） 

            （新任職員自己紹介） 

(３) 協議・報告  （進行・本山委員長） 

      ① 前回会議指摘事項について（回答） （山田文化振興係長・小林図書館係長） 

② 平成24年度事業進捗状況及び今後の予定について 

   ・穂高交流学習センター“みらい” （青柳センター長説明） 

   ・豊科交流学習センター“きぼう” （宮下センター長説明） 

      ③ 行政評価外部評価について      （山田文化振興係長） 

その他 

(４) 閉  会   （三澤文化課長） 

 

２ 協議概要 

(１)  前回会議指摘事項について（回答） 

事務局より、交流学習センター受付方法の見直し、著作権法、安曇野市図書館の選書基

準、年間計画表の作成について「参考資料」を用いて下記のとおり回答 

 

事務局・交流学習センター受付方法の見直し、受付日初日の混雑・混乱を解消するため、1

0月１日より、従来の先着順による受付から、初日に限り抽選で決定した順番での受

付に変更している。すでに２回経過し、利用者にも定着して、特に苦情等はいただ

いていない。以前よりも助かっているという声をいただいている。 

    グループ研究室の利用については、パンフレットの「一週間前から借りられる」と

いう内容と条例の間に齟齬
そ ご

があり、引き続き方法を検討している。 

     インターネット予約については、現在、規則などの環境整備を進めている。図書

については、来年度から目指しているが、ホール等については、現在安曇野市内で

貸し館のインターネット予約を行っている施設は、豊科地域の体育館のみが、減免

団体に限って行っている状況である。 

    市としても順次拡大していく予定であるが、できるところからということで、ま

だ、“みらい”・“きぼう”については、導入時期についてこちらから申し上げられる

という状態ではない。 

     年間計画表については、非常に簡単なものではあるが、Ａ４判の両面印刷で下半

期の予定表を作り、それぞれの施設に配置している。行事予定の追加・修正等が生

じた場合には、そのつど直していく。 
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事務局・著作権法については、第31条の規定に基づいて、複製を図書館において行ってい

るものである。31条の第１項第１号で図書館の利用者の求めに応じて調査研究の用

に供するために、公表された著作物の一部分、括弧書きの中で、全部という部分も

あるが、これは発行後相当期間を経過した定期刊行物、例えば本等については、著

者が没後50年経過すると著作権法上の適用が除外されるのである。そのようなもの

については、全部をコピーすることができると規定されている。これは複製物を１

人につき１部提供するというものである。また、「図書館資料の保存のため必要があ

る場合」、また、「絶版その他これに準ずる理由により一般に入手することが困難な

図書館資料の複製物について提供する場合」も同様に規定されていて、この複製を

図書館のほうで行っている。『複製物の写り込みに関するガイドライン』は、目的と

する著作物に、目的以外の部分が含まれている場合に対しては、本来はその部分を

完全に隠して、目的の部分だけをコピーするべきものであるが、それについては非

常に面倒な部分があるので、一定のガイドラインを設けている。目的物以外の部分

が写り込んでも結構であるというものがガイドラインで示されている。複製可能範

囲ということで表にまとめて、図書館の資料のコピーをするために設置しているコ

ピー機の横に掲示して、このような基準でコピーをしていただいている。基本的に

は複製できるのは本来の目的物の「一部分」ということであるので、基本的には

「一部分」というものの判断としては、「半分以下」ということの基準の中で実施し

ているものである。 

    図書館の選書基準については、『安曇野市図書館選書基準』、さらに細かく示して

いる『安曇野市図書館資料収集計画』に基づいて、週に１度図書館内で選書会議を

図書館長・図書館司書を含めて、中央図書館では７名の構成メンバーで選書を行っ

ているというものである。 

委員・・グループ研究室の利用方法について、前回会議で「検討する」という話しがあっ

た。約半年経過したが、「引き続き方法を検討している。」というだけでは、何がネ

ックなのか、何が問題になっているのか分からないので、説明してほしい。まだ方

法が検討中ということは、従来の利用規定が生きているということなので、その従

来の利用規定に基づいて現状はどのくらい利用されているのか。私が意見を言い、

隣の地域学習室に音が漏れないように防音効果を上げてもらい、利用しやすくなっ

たのにもかかわらず、依然として使えない状況が続いていることは市民の利便上、

非常に問題である。 

事務局・グループ研究室については、穂高交流学習センター“みらい”の中で展示あるい

はホール等で事業を発表するという方を対象に、図書館等の資料“みらい”で持っ

ている資料を利用してグループで学習される方々を利用者として想定して現在のパ

ンフレット等を作っている。パンフレットには、「１週間前から予約」と書いてある

が、実は、交流学習センター条例の中には、貸し館ができる部屋として記載はされ

ていない。その点で条例と齟齬
そ ご

をきたしている。当初は、各地の図書館あるいは県

立図書館等でもよくあるような、グループで図書を利用したりする部屋を想定して

いたと思うが、そのような部屋の貸出しは、一般的に何週間も前から受け付ける形

はとっていない。このような事態が生じた理由は、部屋の在り方をどうすればよい

かで混乱が生じていた、あるいは明確な理念がなかったからである。そのことつい

て、現在、見直しを行っているところで、実際に誰もが利用できるような形にして

いくためには、条例の改正が必要なので、その面も含めてもう少し時間をいただき

たい。 

委員・・この問題の検討は、例えば文化課の中で検討委員会のようなものを設けて組織的

に検討しているのか、どのような方法で検討しているのか。 

  事務局・現在は教育委員会内部の担当課の中で検討している。 

委員・・現状の規制は生きているということか。パンフレットに記載されている「一週間

前から予約」などについてはまだ変更になっていないため、市民にはそのような条

件で周知されているので、利用状況はどうか。 
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   事務局・現状は、規定にないにもかかわらず、貸すことのできる施設として、パンフレッ

トに記載されている状況である。利用は、週１回程度である。 

  委員・・一週間前に「このような目的で使いたい」と申請して、空いていれば使えるとい

うことか。 

  事務局・現状は、パンフレットに記載している条件に当てはまれば使っていただける。当

面はそのまま生かしていきたい。 

  委員・・いずれにしても、「引き続き方法を検討している。」が続いているので、早く解決

して、明確にしてもらいたい。条例の改正が必要であれば、それを前進させていっ

てほしい。 

   委員長・交流学習センターの受付方法で「初日に限り抽選で決定する。」というのはどのよ

うな意味で決めたのか。 

   事務局・交流学習センターのホール・学習室等の利用は、基本的には先着順である。申し

込みの初日は６ヶ月前の１日から始まるが、その日の朝に希望の日時を予約したい

大勢の市民が殺到してしまうので、朝一番に来られた市民の皆さんには、そこで抽

選をしていただいて、順番を決めて、その順番で予約をとっていただくということ

である。 

 副委員長・グループ研究室についても同様であるが、キャンセル待ちではないが、展示ギャ

ラリーを当日明らかに利用しないときは、折りたたみ椅子などを出して、なるべく

多くの人たちがそこで学習したり本を読んだりすることができるスペースに提供し

てはどうか。グループ研究室においても、「今日は空いている。誰も使っていないの

に、どうしてこれを使わせてくれないのか！」という声を聞く。空いているスペー

スは、なるべく有効的に使ってもらいたいというのが市民の声である。 

  委員長・交流学習センターの学習室やグループ研究室について、ひとつ要望があったとう

ことでお願いしたい。 

   委員・・『安曇野市図書館資料収集計画』の中で、「1 基本方針」の（３）イの「資料を個

人的な好みや関心、外部の特定の意見等によることなく、図書館の自律的な基準に

より幅広く収集する。」とあり、「2 資料別方針」の（３）イの「中央図書館では、

長野県（信州）の資料や近隣市町村の地域資料もできる限り収集する。」とある。選

び方の方法として参考にしてほしい。リクエストだけで決める選書ではなくて、こ

のような本があったほうがよいというものもあるかと思うので、いろいろな情報を

生かしてもらいたい。 

   事務局・本等のリクエストについては、内部の基準として、「購入してほしい本のリクエス

ト」を受け付けている。多くの方からリクエストをいただきたいので、「基本的には

お一人年間10冊まで」と限定してリクエストをいただき、それに基づいて、できる

限りそのリクエストに応えられるように選書等も考慮して実施している。また、10

冊を超えた場合にも、私どものほうで把握しきれていない本等も当然あるので、貴

重な意見をいただいたということで、リクエストという形ではないが、図書館とし

ての選書という形で応えている。リクエストがあれば遠慮なくリクエストしてほし

い。 

       

(２)  平成24年度事業進捗状況及び今後の予定について 

 
穂高交流学習センター長、豊科交流学習センター長より、平成24年度事業進捗状況及び今後の 

予定についての報告・説明を行なった。 

 

委員・・「資料２」の６月から10月までの入館者数の前年比を記載してほしい。 

事務局・年間の達成率という意味もあり、年間合計での集計になっている。 

    次回の会議からは、その時点の前年比と年間合計での前年比の両方を記載したい。 

副委員長・今回の10月までの集計も後で出してほしい。 

 事務局・議事録と一緒にお送りする。 

委員・信州大学との連携の講座の計画があるが、大学との連携は良いことであるが、「安
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曇野文化を担う．．．」とあり、かなり限定した人を対象としている。一般の人も、暮

らしに関することなど、身近な問題を専門家の先生からお話ししていただけるよう

な講座にしてほしい。ＮＰＯを利用する形もあるが、ＮＰＯの実態は把握している

か。大学の利用など、いろいろなものを利用するとかなり裾野が広がっていく。登

録するＮＰＯとして、市では登録し、どのような活動を行っているかの実態を把握

しているか。 

事務局・ＮＰＯについては、教育委員会では把握していないが、担当が企画財政部である

ので、この後に確認する。どれくらいのＮＰＯが登録しているのか、あるいは市に

登録しないで活動しているＮＰＯもある。登録しているＮＰＯについての確認であ

るので、その他のＮＰＯは外れてしまうが、市の登録団体については問い合わせや

資料の取り寄せをしたい。 

委員長・今、行政のほうで盛んに、「協働」を耳にするが、ＮＰＯの関係による協働がかな

りあるのか。企画事業の中にはＮＰＯは関与されているのか。 

事務局・交流学習センター等で事業を企画・運営していく中では、市民の皆さんといった

場合、ＮＰＯ法人の方々も当然、その中に含まれる。できるだけ多くの情報を得る

ようにしながら、連携できるところは連携、協働して事業を進めたいと考えてい

る。情報があって、何かができるのであれば、次年度以降も、交流学習センターの

事業の中に取り組んでいきたい。 

委員・・安曇野の特徴のひとつは、いろいろなＮＰＯが、本当のボランティア活動で、か

なり皆活動しているのか。ＮＰＯに所属して、毎回地域を限定してウォッチングを

行っている。市民に呼びかけて参加していただいているが、午前中の３時間くらい

を使って、ウォッチングを行っている。それには毎回100人前後が参加している。ウ

ォッチング用に、その地域の歴史・文化・景観などについて詳しく調べて、地図入

りのパンフレットにまとめて作っている。そのようなノウハウも蓄積して、その地

域ごとの特徴などを展示することも行っている。そのほかにもいろいろなユニーク

な活動をしている。そのような人たちの発表や市民参加があって、いろいろな交流

を続けられる催しも企画してもらいたい。例えば、ＮＰＯのほうから教育委員会に

持ちかけて、このような企画をやりたいという提案をしてもよいか。教育委員会と

して、ホールや展示室を活用して、呼びかけてもらいたい。 

副委員長・ＮＰＯが施設を借りる場合、一般の貸し館事業として借りているのが現状であ

る。使用料も発生し、優先予約という形も一切なく行われているのが現状である。

もっと教育委員会や文化課と連携をとって「ぜひやってください。」と、優先的な予

約や費用面などで協力することも必要である。後援を取り付ける必要があるなど、

いろいろな書類的なクリアが難しく、ＮＰＯ側にすべての負担がかかってきている

状態である。ＮＰＯ側から申請して承認をとる形ではなく、もう少し教育委員会や

文化課のほうから働きかけて、このようなものをやってほしいということがあって

もよいと思う。市民の活動を応援するアプローチを、お互いに協力し合うことも必

要である。 

事務局・それぞれの施設・文化振興係にご相談いただければ、お互いに行き来して情報を

交換し取り組みたい。 

委員長・事業報告書の13ページの豊科交流学習センターの「施設利用のマナーの低下」、５

月にも上がった駐車場の問題についての現状はどうか。 

事務局・駐車場については、館長が報告したとおり、複合施設であるので、各施設の利用

者に加え、９月末からの豊科近代美術館の増築工事の関係で、豊科交流学習センタ

ーの裏の駐車場が使用できなくなったため、不足している。豊科近代美術館の裏の

駐車場を使用しているほか、休日の催し物があるときは、北側の安曇野赤十字病院

の駐車場もお借りしている。平成27年に本庁舎が完成し、その駐車場を使用できる

ようになるので、もう少し待ってほしい。催し物などの際には、その都度、駐車場

を確保していきたい。 

委員・・教育会館の利用者は東側、図書館の利用者は中央付近に止めるなど、駐車場を施

設ごとに決めると相当使えるのではないか。美術館北側の、安曇野赤十字病院に貸
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した駐車場を美術館の駐車場に使えるようにしてほしい。今後は本庁舎の工事も始

まるので、工夫しないと駐車場問題は一層深刻になると思う。 

委員長・駐車可能な場所が分かりにくく、迷うこともある。本庁舎の工事も始まるので、

駐車場のことは考えてもらいたい。 

事務局・催し物があるときは、少し遠いが、豊科北中学校の駐車場もお借りしている。 

委員・・教育会館で50人を超える会議を開催するときは、豊科北中学校の駐車場をお借り

しいるが、駐車場が遠いため会場の近くに止める人がいるので、情報交換をしなが

ら気をつけている。 

委員・・以前の豊科北中学校のテニスコートを安曇野赤十字病院に貸したのか。 

事務局・安曇野赤十字病院で借りている。 

  委員・・その場所を使用できるようになれば相当改善されると思う。 

  委員長・その方法を考えてもらいたい。駐車場の周りをぐるぐる廻る車もいるので、駐車

場を施設ごとに決めた表示や駐車場全体の案内があるとよい。 

  委員・・広報について聞くと「ホームページに載せている。」といわれるが、視覚障がい者

へはどのように広報を行っているか。 

   事務局・朗読ボランティアがいて、市の広報については、中央図書館の中の録音室を使用

して視覚障がい者へいつでも提供している。 

委員・・「ホームページご覧ください。」というものは、遠隔地でも見られるということで

ある。障がい者向けに広報はしているか。 

事務局・市の図書館では具体的に広報で周知をしていない。福祉の関係では紹介してい

る。 

  委員・・あづみ野エフエム放送が開局したので活用したほうがよい。 

  委員・・さまざまな行事が活発化しているが、あづみの新進音楽家演奏会の運営が中途半

端であった。終演後、大学の先生方によって総評が行われて解散となり、入選者が

その時点で公表されなかった。入選者を『広報あづみの』に掲載したか。大勢の方

が皆、関心を持って来られているので、演奏会の後、休憩時間をとって、審査委員

の方々に発表してもらいたい。アンケートも参考にしてよいが、演奏家も含めて一

人ひとりへの具体的なアドバイス等も含めて公表すると、お客様にとって楽しい

し、演奏家の方々にもよい。発表の機会を与えることは良いが、それを今後どのよ

うにつなげていくか。他に紹介する、クリスマスコンサートに呼ぶだけではモチベ

ーションが上がらない。財政的に可能であれば奨学金を出す、あるいはコンテスト

として賞金を出すとよい。音楽をするのにはお金がかかるので、音楽家として成長

するのに必要な資金にしていただくことも考えられる。数年後に優秀な新進音楽家

たちを“みらい”に呼んで、凱旋
がいせん

コンサートを開いてもらい、その方々の成長を審

査員も確認や応援をすることなどを考えて、今後につなげていくことが必要であ

る。そのような視点で企画を挙げてもらいたい。 

事務局・当日に発表できなかった理由は、審査の集計、来場されたお客様のご意見・ご感

想等も基準にしているため、時間が確保できなかったからである。選ばれた方は10

月の広報で、あづみの新進音楽家演奏会の広報と合わせて紹介した。参加していた

だいた方々が、今後ますます活躍していただくために、庁内の各担当者に紹介し

た。来場されたお客様から個人的に間を取り持つことも行っている。いずれにして

も、コンクールというより音楽家の方々が今後ますます市内で活躍していただくこ

とを一番に望んで企画している事業である。さまざまな意見を聞き、生かせるもの

は生かして取り組んでいきたい。 

委員・・昨年より応募者が減少した理由は？ 

事務局・昨年度は初回であったため多かったので、その反動といえる。また、広報が不十

分であったことも一因である。来年度にはもっと大勢の方に参加していただけるよ

う、広報していきたい。 

委員長・前回の運営委員会で委員から、安曇野市に本格的なコンサートホールをぜひ造っ

てほしい要望があったが、ぜひ実現したいことなので、協力してほしい。 
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(３)  行政評価外部評価について 

事務局より、行政評価外部評価についての説明を行った。 

 

委員長・今後の方向性に対する総合評価で市の回答があるが、交流学習センター運営委員

会としてはどう考えるか。次回の交流学習センター運営委員会はいつ開催するか。 

事務局・次回は来年３月を予定している。 

 

(４)  その他 

事務局より、図書館休館日及び開館時間見直しについての説明を行った。 

 

委員・・休館日を統一したほうが利点は多いのではないか。木曜日休館の理由は、特定の

方々からの強いご意見があったからではないのか。 

事務局・一週間のうちいずれかの図書館が必ず開館しているようにするため、交流学習セ

ンターを建設する際に休館日を月曜日と木曜日に決めた経緯がある。特定の方々か

らの意見ではなく、利用者側に立って、より多く借り、利用していただけることを

期待していた。 

委員・・休館日を２日に分けたほうが借りるのに都合がよいという意見もあって休館日を

決めたと思うが、今の説明を聞いていると、月曜日に統一したほうが利用者は増加

するとの内容なので、月曜日に統一したほうがよいのではないか。 

委員・・休館日の統一は、職員研修などの都合が理由ということか確認したい。説明に

「職員研修による休館の場合も休館日を事前に十分周知すれば問題ない。」とある

が、「年２回の職員研修で中央図書館を休館にするという掲示をするのは不都合であ

る。」との意見を受けて、職員研修による休館はやめた。にもかかわらず、週１日必

ず休館しなければならいないという前提で議論していないか。開館すれば利用者は

いる。コンビニエンスストアは年中無休、スーパーマーケットもデパートも今は年

中無休の時代である。 

委員・・月曜日に開館していると大変助かる。仕事の関係で月曜日に急に利用する必要が

生じることがあるが、他館を利用するよりも、近いほうが利用しやすい。全市民へ

のサービスを考えた場合、図書館はあまり効率を追求しなくてもよいのではない

か。月曜日にも約660人の利用者がいるので、むしろ市民が利用しやすいように通年

開館が望ましい。理想は、職員は交代で休む、非常勤職員も増員して交代で休むな

どして、通年開館にすることである。図書館の職員の都合に合わせるのは好ましく

ない。どうしても全館休館が必要な場合は、事前に周知してもらいたい。館内整理

日についても同様に調整してもらいたい。配本についての説明があったが、各図書

館からの取り寄せがそれほど多いとは思えない。効率重視をしていくと、むしろサ

ービスの低下につながり、市民の思っている方向に逆行するのではないか。 

委員長・これについては、今すぐに結論ということではなくて、考えていくという観点

か。 

事務局・今回の外部評価については、私どもから回答している。交流学習センターの開館

時間・休館日を決める場合は図書館との調整も必要であるので、図書館協議会の動

向も踏まえていきたい。この場でいただいた意見等も参考にしながら進めていきた

い。この場で結論を出すわけではない。 

委員長・施設に関する管理・運営に対する意見として、公民館活動や社会福祉協議会など

もあり、それらが混然としているのではないか、という意見に対して、今後の事業

の進め方で、「市の文化振興施策の中で施設の役割を明確にします。（中略）施設に

ふさわしく特徴あるものとなるよう努めていきます。」とある。どのようにすればよ

いか今後の課題になる。次の会議までに意見を述べたい方は、教育委員会文化課ま

で意見をいただきたい。 

 

以上 

 


